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わ
た
く
し
た
ち
に
最
も
身
近

な
市
政
を
四
年
間
ま
か
せ
る
人

を
選
ぶ
選
挙
が
、
十
一
月
十
日

（
火
曜
日
）
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
わ
た
く
し
た

ち
の
住
む
高
萩
市
を
明
る
く
住

黙
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、

わ
た
く
し
た
ち
は
一
票
一
票
に

責
任
と
、
き
た
い
を
も
っ
て
正

明
正
大
に
自
信
を
も
っ
て
誇
り

の
あ
る
投
票
を
い
た
し
ま
し
よ

戸
、
″
○

鴻踊毬,』 罫 閑

よ
か
っ
た
と
心
に
残
る
こ
の
一
票

高
萩
市
議
会
議
員
一
般
選
畢

投
票
日
は
す
Ⅷ
月
川
日
で
す

「
め
ぐ
ま
れ
た
、
明
る
い
生

活
が
し
た
い
。
健
康
で
、
幸
せ

な
毎
日
を
送
り
た
い
」
と
は
、

わ
た
し
た
ち
の
だ
れ
も
が
願
う

と
こ
ろ
で
ず
が
、
人
間
と
し
て

当
然
な
こ
の
願
い
も
、
そ
の
と

き
の
政
治
の
在
り
か
た
、
そ
の

人
の
政
治
の
行
い
か
た
如
何
に

よ
っ
て
、
あ
る
い
は
か
な
え
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
い
は

か
な
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

主
す
。

選挙は誰れのものか

10月29日～1 1月2日 日
常
生
活
に
お
け
る
一
切
の
こ

と
が
、
そ
の
と
き
の
政
治
次
オ

で
良
く
も
悪
く
も
直
接
わ
た
く

し
た
ち
の
生
活
に
ひ
び
い
て
く

る
の
で
す
。
政
治
と
い

う
も
の
は
、
か
よ
う
に
大
切
な

も
の
で
す
、
こ
の
大
切
な
政
治

を
ま
か
せ
る
人
を
、
わ
た
く
し

ｌ
申
請
の
で
き
る
入

こ
の
登
録
申
請
書
は
↑
選
挙

人
名
接
に
登
録
さ
れ
る
資
格
が

あ
り
、
か
つ
当
市
の
名
鑑
に
登

Ｏ
補
充
選
挙
人
名
譲
に
登
録

申
請
す
る
期
限
は
十
月
二
十
九

日
か
ら
十
一
月
二
日
ま
で
の
五

日
間
で
毎
日
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

十
一
月
十
日
は
行
わ
れ

る
高
萩
市
議
会
議
負
の

選
挙
に
つ
い
て
の
「
補

充
選
挙
人
名
接
」
を
昭

和
三
十
四
年
十
月
二
十

八
日
現
在
で
調
整
い
た

し
ま
す
。

こ
の
名
接
に
登
録
を

補
充
選
塞
人
名
簿
の

登
録
申
請
を

録
さ
れ
て
い
な
い
人
を
新
た
に

つ
く
る
名
鑑
に
登
録
す
る
た
め

提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す

１
Ｐ
Ｉ
ｆ
Ｉ
４
ｂ
４
Ｊ
ｌ
ｆ
ｌ
Ｊ
４
ｐ
ｆ
Ｊ
４
ｆ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｊ
４
Ｊ
４
４
１
ｃ
４
Ｊ
Ｉ
ｆ
１
４

捕
充
選
挙
人
名
筐
に
登
録
さ

た
ち
は
、
公

正
な
明
る
い

態
度
で
、
あ

ら
ゆ
る
誘
惑

や
、
情
実
因

縁
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な

く
ほ
ん
と
う

に
自
分
た
ち

の
政
治
を
ま

か
せ
得
る
、

こ
れ
ぞ
と
い

５
人
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

れ
ろ
資
格
の
あ
る
人
は
、
日
本

国
民
で
、
法
律
の
定
め
る
欠
格

者
で
は
な
く
昭
和
十
四
年
十
月

二
十
九
日
以
前
に
生
れ
、
（
年

令
の
要
件
）
昭
和
三
十
四
年
七

月
二
十
九
日
以
前
か
ら
引
続
き

当
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
（
居

住
の
嬰
件
を
い
い
ま
す
。

「
入
場
券
」
が
届
か
な
か
っ

た
ら
市
の
選
挙
管
埋
委
員
会
で

は
十
月
二
十
一
日
に
入
場
券
を

発
送
い
た
し
ま
す
が
も
し
こ
の

入
場
券
が
届
か
な
い
と
き
は
名

【
注
意
】

本
年
九
月
か
ら
十
月
初
旬
に
か

け
て
行
っ
た
選
挙
資
格
調
査
は

今
回
行
わ
れ
る
市
議
会
議
員
選

挙
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
本

年
の
十
二
月
二
十
日
か
ら
使
用

さ
れ
る
基
本
選
挙
人
名
鑑
を
作

る
た
め
の
調
査
で
あ
り
ま
す
か

ら
そ
の
寳
格
調
査
書
に
記
載
さ

れ
て
い
た
者
で
も
右
の
事
項
に

該
当
す
る
者
は
、
補
充
選
挙
人

名
絵
の
申
請
を
し
な
い
と
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
特

に
御
注
意
願
い
ま
す
。

接
も
れ
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
か

ら
補
充
名
嬢
の
登
録
申
請
を
し

て
下
さ
い
。ｉ

登
録
申
請
用
紙
は
選
挙
管
理
委

員
会
（
市
役
所
総
務
課
）
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
該
当
者

は
印
鑑
を
持
っ
て
お
い
で
下
さ

い
。

了もくら候補(背'噸密哨MIW)
｢明るいところで堂々と所信を表明したら

I, ，いわ」
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(2）ぎは市報た か昭荊B4年10月6E発庁

才
三
回
高
萩
市
議
会
定
例
会

は
九
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
八

日
ま
で
四
日
間
の
会
期
を
も
っ

て
高
兼
市
議
会
議
場
で
附
か
れ

た
。
本
会
は
呪
議
員
の
任
期
中

に
お
け
る
最
後
の
定
例
会
で
あ

り
、
提
出
さ
れ
た
昭
和
三
十
四

年
庇
高
湫
市
才
入
才
出
追
加
更

正
予
算
等
十
五
案
件
．
選
管
委

補
充
負
の
選
挙
一
件
更
に
瀬
員

提
出
の
朝
鮮
人
州
田
業
務
促
進

に
関
す
る
要
請
の
決
議
築
等
を

含
め
十
七
案
件
を
終
始
糀
溌
な

る
蛍
凝
応
答
と
熱
意
あ
る
意
見

討
論
を
敵
ね
久
字
ど
お
り
椣
重

霧
識
の
絡
果
全
案
件
を
原
案
ど

お
り
可
決
承
認
し
た
。
本
会
に

提
案
の
郡
件
並
び
に
捉
案
理
由

は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
選
挙
オ
ニ
号
選
挙
管
理
委

員
会
の
補
充
員
の
選
挙
に
つ

い
て本

件
は
さ
き
の
定
例
市
会
で

補
充
員
四
名
の
選
挙
を
行
っ
た

の
で
あ
る
が
そ
の
中
一
名
が
辞

転
し
た
た
め
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
一
名
の
選
挙
を
行
う
も
の

で
あ
る
。
左
記
の
者
が
満
場
一

致
を
も
っ
て
推
選
さ
れ
た
。

高
萩
市
大
字
安
良
川
六
七
九

沼
野
義
次

明
治
四
十
三
年
五
月
四
日
生

○
議
案
才
四
四
号
教
育
委
員

選
任
の
同
意
を
求
め
る
こ
と

オ
三
回
市
議
会
定
例
会

教
育
委
員
に

下
山
田
尚
方
氏
を
再
選

に
つ
い
て

本
件
は
教
育
委
員
下
山
田
尚

方
（
三
年
黍
員
）
が
九
月
三
十

日
を
以
っ
て
任
期
満
了
の
た
め

そ
の
後
征
を
市
長
が
選
任
す
る

た
め
左
記
の
も
の
を
適
任
と
認

め
讓
会
の
同
意
を
得
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
満
場
一
致
再
選
の

同
意
お
得
た
。

高
萩
巾
大
字
秋
山
一
、
一
○
一

番
地

下
山
田
問
方

川
洽
三
十
三
矩
四
月
二
十
日
生

○
祇
案
才
叫
五
号
昭
和
三
十

四
年
産
商
萩
市
才
入
才
出
追
加

更
正
予
算
に
つ
い
て（

別
欄
掲
載
）

○
議
案
才
四
六
号
昭
和
三
十

四
年
咲
高
祇
市
国
民
他
康
保

険
事
業
特
別
会
計
才
出
更
正
予

算
に
つ
い
て

本
件
は
砿
員
の
給
与
改
訂
に

伴
う
内
容
の
更
正
で
総
額
に
増

減
は
な
い
。

○
議
案
才
四
七
号
高
萩
市
特

別
賑
の
聡
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本
件
は
常
勤
の
時
別
賑
の
転

員
の
給
与
改
訂
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
で
一
般
雁
ど
同
様

暫
定
手
当
を
本
俸
に
一
本
化
す

る
た
め
市
長
五
二
、
○
○
○
円

助
役
四
○
、
○
○
○
円
收
入
役

三
七
、
○
○
○
円
に
そ
れ
ぞ
れ

改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

○
議
案
才
四
八
号
高
萩
市
転

員
の
給
与
に
閨
す
る
条
例
の
一

郭
改
正
に
つ
い
て

本
件
は
国
家
公
務
員
の
初
任

給
引
上
に
伴
い
地
方
公
務
員
の

一
般
転
に
つ
い
て
も
粭
綱
が
増

額
と
な
り
ま
た
従
来
本
俸
と
別

に
支
給
さ
れ
て
い
た
暫
定
手
当

を
本
俸
に
繰
り
入
れ
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
給
料

表
の
改
訂
を
行
お
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

○
議
案
汁
四
九
号
高
萩
市
特

別
賑
の
転
員
雀
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本
件
は
非
常
勤
の
特
別
堀
の

転
員
中
学
校
嘱
託
医
並
び
に
学

校
嘱
託
歯
科
医
の
報
酬
に
つ
い

て
従
来
は
児
童
人
数
差
が
多
少

に
か
上
わ
ら
ず
極
め
て
報
酬
が

不
均
衡
で
あ
っ
た
た
め
こ
れ
を

取
扱
児
童
数
に
よ
り
四
段
階
に

大
別
し
報
酬
を
支
給
す
る
よ
う

に
し
学
校
医
を
一
二
、
○
○
○

円
乃
至
六
、
○
○
○
円
学
校
歯

科
医
を
八
、
○
○
○
円
乃
至

四
、
○
○
○
円
に
改
訂
し
ょ
５

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
議
案
オ
五
○
号
町
の
設
置

及
び
字
の
区
域
の
癖
｝
更
並
に
字

の
名
称
痩
更
に
つ
い
て

本
件
は
土
地
区
画
整
理
区
域

に
隣
接
す
る
高
萩
駅
東
地
区
の

一
部
に
つ
い
て
地
方
自
治
法
オ

ニ
百
六
十
条
オ
ー
項
の
規
定
に

よ
っ
て
従
来
の
大
字
高
萩
大
字

安
良
川
の
一
部
に
町
を
設
置
し

字
の
区
域
及
び
名
称
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
諮
問
オ
ニ
号
土
地
区
画
整
理

事
業
施
行
に
伴
う
大
字
及
び
字

の
区
域
変
更
に
つ
い
て

本
件
は
都
市
計
画
法
に
よ
る

土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
に
伴

い
高
萩
市
内
駅
東
地
区
の
大
字

及
字
の
区
域
の
変
更
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
茨
城
県
知
事
か
ら

諮
問
が
あ
っ
た
の
で
地
方
自
治

法
施
行
令
才
百
十
九
条
才
一
項

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
承
認
を

得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
議
案
オ
五
一
号
市
有
地
貸

付
に
つ
い
て

本
件
は
本
年
度
建
設
が
予
定

さ
れ
て
い
る
県
営
住
宅
十
戸
の

敷
地
と
し
て
市
が
県
に
有
償
貸

与
す
る
た
め
の
事
件
決
議
事
項

で
大
字
安
良
川
字
浜
野
二
九
三

番
の
一
四
八
市
有
地
六
三
○
坪

を
充
て
る
。

○
議
案
オ
五
二
号
市
有
地
処

分
に
つ
い
て

本
件
は
さ
き
に
払
下
げ
処
分

を
し
た
肥
前
山
地
内
に
隣
接
す

る
市
有
地
で
当
時
同
時
に
払
下

げ
を
行
弓
筈
で
あ
っ
た
か
海
岸

築
堤
の
関
係
で
未
処
分
で
お
い

た
も
の
で
今
回
道
路
敷
設
も
は

っ
き
り
し
た
の
で
現
在
利
用
者

に
対
し
払
下
げ
処
分
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
議
案
オ
五
三
号
消
防
ボ
ン

入才

計

80,143270

科 目 今回の追加額

税| 2242000市

地方交付税| 803apQQ|_835330QQ

国庫支出金 64.788270旧
一
５２８１

－

〕056500０
－
０

侭

麺

０
１

３
３

金

金

却
一
附

県

害 2213030

5623．640

●
フ
自
動
車
購
入
契
約
締
結
に
つ

い
て本

件
は
安
良
川
消
防
団
へ
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
新
た
に
購

入
す
る
事
件
決
議
事
項
で
そ
の

物
件
、
価
格
は
左
の
通
り
で
あ

る
。

①
い
す
ず
一
九
五
九
年
式
Ｘ
Ｔ

四
三
一
型

消
防
専
用
シ
ャ
シ
ー
一
輌

一
、
一
二
○
、
○
○
○
円

②
森
田
式
普
通
消
防
ポ
ソ
ブ
自

動
車
ギ
装
一
式

一
、
○
○
○
、
○
○
○
円

○
議
案
才
五
四
号
市
有
林
立
木

払
下
げ
処
分
に
つ
い
て

本
件
は
さ
き
に
払
下
げ
を
受

け
た
国
有
林
野
高
萩
市
大
字
横

川
字
ユ
ナ
カ
フ
ス
ー
、
四
三
五

番
の
一
の
立
木
を
処
分
す
る
た

め
の
領
件
決
議
事
項
で
あ
る

○
議
案
オ
五
五
号
不
動
産
の
交

換
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

木
件
は
市
有
財
蔵
肥
前
山

一
、
九
七
七
番
の
一
九
宅
地
三

五
三
坪
五
合
五
勺
、
肥
前
山

一
、
九
七
七
群
地
内
の
替
雷
川

宅
地
一
・
四
七
坪
二
勺
字
浜
野
二

九
三
器
地
内
の
替
売
地
、
宅
地

二
二
○
坪
合
計
七
二
○
、
六
七

と
県
有
財
産
字
浜
野
二
、
○
一

三
番
の
一
四
砂
防
地
八
、
三
四

。
■
Ⅱ
日
日
’
可
日
Ｐ
Ｔ
Ｆ
胸
８
Ｊ
日
】
■
０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
日
■
■
■
且
■
■
■
日
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

習
地

野
二

宅
地

六
七

○
一

三
四

債
弐→

1 m
32500000Ｏ

ｌ
Ｏ

Ｏ
４

０
０

０
４

０
２

０
８

１
３ 2454s9940才入合言;1

LLI
Lu才
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科 目 ｜今匡の鱈ilL" 両’

Ｏ
ｌ
０
｝
０
Ｏ

、

９

９

５

９

８

７

７

８

８

６

川

呵
’
’
一
（
〔
〕
（
へ
〕
（
〔
〕

７
｜
β

０
－
１

５
１
６
－
０

へ
。
つ
）

会議善 97040

役所費 20849CO

消防費 150000

岬一唖

１

一
極
一
種

唖
一
唖

８
－
５
３
７
７
２

０

四

心
一
盟
旧

２
’

土木費

教育費

社会及び
労仇施設費
産業経濱 費

三
坪
三
合
と
交
換
す
る
契
約
を

締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

》
（
》
○

○
報
告
才
六
号
専
決
処
分
事

項
の
報
告
に
づ
い
て

一
、
秋
山
小
学
校
老
朽
危
険
揮

舍
増
改
築
事
業
費
起
債
議
決
変

更
に
つ
い
て

二
、
昭
和
三
十
四
年
度
高
萩
市

才
入
才
出
追
加
更
正
予
算

三
、
昭
和
三
十
四
年
度
高
萩
市

才
入
才
出
追
加
予
算
四
市
有
財

産
処
分
に
つ
い
て

い
づ
れ
も
市
涜
会
を
招
集
す

る
暇
が
な
か
っ
た
た
め
地
方
自

治
法
才
百
七
十
九
条
才
一
項
の

規
定
に
よ
り
長
が
専
決
処
分
を

し
た
の
で
そ
の
報
街
に
つ
い
て

議
会
の
承
認
・
を
得
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
ｃ

○
議
案
才
五
八
号
在
日
朝
鮮

人
の
聯
国
業
務
促
准
に
関
す
る

要
請
に
つ
い
て

本
件
は
中
島
畳
議
員
他
四
名

の
追
加
提
案
で
存
日
朝
鮮
人
帰

国
問
魍
を
め
ぐ
っ
て
日
赤
発
表

の
「
州
国
深
内
」
が
多
く
批
判

さ
れ
て
い
る
と
云
う
現
状
に
か

ん
が
ゑ
こ
れ
を
善
処
し
一
日
も

早
く
瑚
腓
人
帰
国
業
務
を
侭
進

さ
れ
る
よ
り
関
係
卜
Ｊ
局
に
対
し

襲
詰
す
る
決
議
案
で
あ
る
。

０
’
０

記
一
由

３
５

１
０

４
８

８
９

５
６

｜

’

14006950

５
’
０
０
０

３
｜
ハ
ロ
Ｃ
４

弱
一
“
、
卵

６
’
８
‐
５
３

０
）
’
１
８
４

２
一
４
５

’
１
４

’
２

ユ｜ユ０
０

０

７

０
０

１

４

１
１

２
．

財 産費

統計調査費

畦
一
計△ロ
ー

支
一
・
出
ｒ

諸
才
↓

2658000

13824040
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投
票
の
で
き
る
人

満
二
十
才
以
上
の
日
本
国
民

で
、
高
萩
市
の
区
域
内
に
三
ケ

月
以
上
住
ん
で
い
る
人
、
た
だ

し
天
災
事
変
の
た
め
や
む
を
え

ず
引
越
し
た
人
ほ
そ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
人
は
選
挙
権
が
あ

る
者
で
す
が
、
投
票
は
選
挙
人

名
鑑
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と

で
き
ま
せ
ん
か
ら
参
議
院
議
員

選
挙
の
時
に
高
萩
市
で
投
票
か

で
き
な
か
っ
た
た
有
権
者
は
上

記
補
充
選
挙
人
名
接
の
登
録
の

欄
を
よ
く
変
ん
で
誓
録
申
請
を

し
て
下
さ
い
・

満
二
十
才
の
誕
生
日
が
過
ぎ

た
人
と
他
町
村
か
ら
転
入
し
た

市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

日
で
あ
る
「
十
一
月
十
日
」

の
市
役
所
の
事
務
は
、
賑
員

の
殆
ん
ど
が
投
票
所
の
事
務

に
従
事
す
る
た
め
納
税
事
務

選
挙
当
日
の

市
役
所
事
務
に
つ
い
て

投
票
に
つ
い
て
の
ご
注
意

と
市
民
課
の
事
務
の
一
部
を

除
い
た
事
務
は
休
ま
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
か

ら
予
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

投
票
は
、
原
則
と
し
て
投
票

当
日
投
票
所
へ
い
っ
て
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
例
外
と
し

て
選
挙
当
日
次
の
よ
り
な
場

合
は
選
挙
告
示
日
（
十
月
三
十

一
日
）
か
ら
投
票
日
前
日
（
十

一
月
九
日
）
ま
で
の
間
に
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

１
、
選
挙
人
が
本
市
の
区
域
外

人
は
注
し
て
注
意
し
て
下
さ
い

又
、
本
市
の
選
挙
人
名
接
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
も
投
票

当
日
ま
で
に
他
市
町
村
へ
住
所

を
移
動
し
た
人
は
（
住
所
と
は

生
活
の
本
拠
を
さ
す
）
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

不
在
投
票
に
つ
い
て

に
お
い
て
転
務
又
は
業
務
に
従

事
中
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
会

社
官
庁
等
の
長
の
証
明
に
よ
っ

て
不
在
投
票
が
で
き
る
。

但
し
投
票
時
間
中
に
投
票
で
き

る
場
合
に
は
通
用
さ
れ
な
い
。

２
、
選
挙
人
が
や
む
を
得
な
い

用
務
叉
は
事
故
の
た
め
本
市
の

区
域
外
に
旅
行
中
叉
は
滞
在
中

で
あ
る
場
合
は
そ
の
事
由
に
よ

っ
て
右
１
の
場
合
の
証
明
者
及

び
医
師
、
助
産
婦
等
及
び
市
町

村
長
の
証
明
に
よ
っ
て
不
在
投

票
が
で
き
る
。
但
し
止
む
を
得

な
い
用
務
の
中
に
は
物
見
遊
山

的
な
神
社
参
拝
等
は
た
と
い
団

体
行
動
で
あ
っ
て
も
適
用
さ
れ

な
い
。

３
、
選
挙
人
が
疾
病
、
負
傷
、

姫
娠
、
不
具
若
し
く
は
産
じ
ょ

く
に
あ
る
た
め
歩
行
が
著
し
く

困
難
で
あ
る
と
き
〕

Ａ
右
の
場
合
の
者
で
既
に
入

院
中
で
あ
る
者
は
そ
の
入
院
し

て
い
る
病
院
か
、
県
選
挙
管
理

委
員
会
か
ら
不
在
者
投
票
の
で

き
る
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
る

場
合
は
そ
の
病
院
長
に
申
出
れ

ば
そ
の
病
院
で
投
票
が
で
き
ま

す
。
指
定
さ
れ
て
い
な
い
病
院

に
入
院
中
の
者
は
例
い
入
院
者

が
歩
行
不
可
能
な
で
者
で
あ
っ

て
も
そ
の
病
院
の
所
在
す
る
市

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
．
へ
出

頭
し
な
け
れ
ば
不
在
者
投
票
は

で
き
ま
せ
ん
。

又
、
投
票
日
前
ま
で
に
入
院

と
予
定
し
て
い
る
者
或
い
は
出

産
予
定
日
が
投
票
日
頃
に
な
る

姫
婦
に
つ
い
て
は
病
院
長
又
は

も
赤
壺
腱
陵
蕊
婚
舞
購
駐
謹
凍
溌
窪
忌
蝿
総

Ｉ
』
て
、
明
る
い
母
子
福
祉
施
設
の
新
設
改
築
、
に
よ
っ
て
更
正
へ
の
才
一
歩
を

し
あ
わ
せ
に
災
害
救
助
、
犯
罪
者
の
更
正
な
ふ
ゑ
出
す
こ
と
も
で
き
る
の
で

た
満
ち
ぁ
常
ど
多
く
の
蔦
勇
業
に
壁
；
む
す
。
明
る
い
社
会
葬
築
く
た
め

た
社
会
を
築
け
ら
れ
多
く
の
人
々
の
援
護
に
ど
う
か
今
年
も
り
つ
ば
に
目
標

わ
き
あ
げ
よ
；
大
き
く
役
立
て
ら
れ
る
の
で
す
が
完
遂
で
き
霞
す
よ
う
に
熟
睡

と
い
う
の
で
お
互
が
わ
ず
か
づ
つ
で
虫
出
さ
ん
方
の
あ
た
た
か
い
愛
の
力

す
。
こ
の
募
つ
合
っ
て
集
ま
っ
た
お
金
が
や
ぞ
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

が
て
は
こ
の
よ
う
に
貧
困
や
病

べ
袋
パ
暇
慮
く
ぎ
袋
ベ
ミ
ミ
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
母
蒼
§
§
§

助
産
婦
等
の
証
明
を
持
参
の
上
投
票
は
自
分
で
書
く
の
が
原
選
挙
の
投
票
は
、
誰
が
誰
に

本
人
が
市
選
挙
管
碑
委
員
会
に
則
で
す
が
、
字
を
知
ら
な
か
つ
投
票
し
た
か
、
本
人
以
外
の
誰

出
頭
す
れ
ば
投
票
が
で
き
ま
す
た
り
、
け
が
を
し
て
書
け
な
い
に
も
解
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て

４
、
交
通
至
難
の
島
そ
の
他
の
場
合
は
、
選
挙
人
の
申
出
に
よ
い
ま
す
。
自
分
で
よ
い
と
決
め

地
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
に
っ
て
補
助
者
が
二
人
、
立
会
の
た
人
に
安
心
し
て
投
票
し
ま
し

居
住
申
若
し
く
は
滞
在
中
叉
は
上
で
選
挙
人
の
意
志
の
通
り
に
よ
り
。
あ
な
た
の
権
利
を
憲
法

そ
の
地
域
に
お
い
て
転
務
又
は
代
っ
て
く
れ
ま
す
。
と
選
挙
法
が
守
っ
て
い
ま
す
ｏ

業
務
に
従
事
中
で
あ
る
者
。
誰
に
書
い
た
か
は
ゼ
ッ
タ
イ
他

右
の
該
当
地
域
は
本
県
に
は
人
に
話
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

投
票
所
へ
は
氣
輕
に

な
い
。
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
行
わ
れ
る
市
議
会
議
員

代
理
投
票
に
つ
い
て
違
反
す
れ
ば
罰
せ
ら
れ
ま
す
か
…
霞
ゞ
、
！
＃
爵
‐
↑
、
！
：
・
ゞ
…
：
Ｉ

投
票
所
へ
は
氣
輕
に

今
回
行
わ
れ
る
市
議
会
議
員

選
挙
の
投
票

あなたも

い羽根募金

十
一
月
一

日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の

一
ヶ
月
間
は

「
国
民
た
す

け
あ
い
共
同

募
金
運
動
」

が
県
下
い
っ

せ
い
に
展
開

さ
れ
ま
す
。

の
募
金
運
動

の
目
的
は
、

ふ
し
あ
わ
せ

た
人
を
一
人

で
も
少
く
し

て
、
明
る
い

ら
、
安
心
し
て
お
申
し
出
で
下

さ
い
。 鶴投

票
の
秘
密
は
守

ら
れ
る

韓

日
は
丁
度
農
繁
期

中
に
な
り
ま
す
の
で
各
投
票
所

と
も
土
足
で
入
れ
る
よ
う
に
設

備
い
た
し
ま
す
か
ら
仕
事
着
の

ま
上
気
軽
に
お
で
か
け
下
さ
い

句句1
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十
月
十
六
日
か
ら
十
日
間
全

国
い
ノ
せ
い
に
秋
の
交
通
安
全

運
動
が
行
わ
れ
ま
ず
。
お
そ
ろ

し
い
交
通
事
故
は
ま
す
ま
す
増

加
し
尊
い
人
命
を
う
ば
っ
て
お

り
ま
す
。

全
国
で
は
い
っ
た
い
ど
の
位

の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
る

か
と
申
し
ま
す
と
昭
和
三
十
三

年
腹
中
に
製
に

件
数

一
六
八
、
七
九
九
件

死
者

八
、
二
四
八
人

負
傷
若

一
四
五
・
四
三
二
人

守
ろ
う
Ⅲ
交
通
の
ル
ー
ル

ひ
い
て
損
ひ
か
れ
て
も
損

死
者
二
二
六
人

負
傷
者
三
九
八
人

物
的
損
害
九
三
○
万
Ｎ

で
い
ま
さ
ら
な
が
ら
そ
の
お
そ

ろ
し
さ
に
揺
ぐ
こ
と
で
し
ょ

う
。
高
萩
警
察
署
管
内
で
も
本

年
一
月
か
ら
九
月
ま
で
に
交
通

事
故
で

物
的
損
害

三
三
億
九
、
一
七
四
万
九
千
円

と
終
職
後
約
十
作
間
に
約
十

倍
以
上
に
も
増
加
し
本
年
は
さ

ら
に
こ
れ
何
上
の
事
故
発
生
が

予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

事
故
を
一
日
に
平
均
す
る
と

件
数
四
六
三
件

ストップスト､ソプ！

死
者一

二
人

重
傷
者

一
二
人

訓
即
軽
傷
者

錘
唖
と
匡
廻
郵

安
一
切
日
こ
と
に
お

踏
舶
気
の
毒
な

＃
１
１
緬
牲
者
を

出
し
て
お

り
堂
す
。

と
く
に
高

萩
市
と
北

茨
城
市
に

コ
ン
ク
Ⅷ
／

－
卜
舗
装

の
新
国
道

が
出
来
て

か
ら
は
自
動
車
の
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
す
ぎ
が
原
因
で
死
亡
事
故

が
激
増
し
、
茨
城
県
下
で
は
水

戸
（
一
三
人
）
に
次
い
で
多
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。

事
故
に
あ
っ
て
か
ら
で
は
も

う
間
に
合
い
ま
せ
ん
私
達
は
い

つ
も
次
の
よ
う
な
交
通
規
則
を

正
し
く
守
っ
て
事
故
の
な
い
明

る
い
毎
日
を
送
る
よ
う
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

○
い
つ
も
正
し
く
右
側
を
歩
き

ま
し
ょ
う
。

印
紙
税
法
は
古
く
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
る
税
法
で
私
達
の
日

常
生
活
に
深
い
関
係
が
あ
り
財

産
権
の
創
設
、
移
転
、
変
更
又

は
消
滅
を
証
明
す
る
証
書
、
帳

接
及
び
財
産
権
に
関
す
る
追
認

叉
は
承
認
を
証
明
す
る
証
書
を

作
製
し
こ
れ
を
行
使
す
る
時
に

作
製
者
自
身
が
納
税
す
る
い
わ

ゆ
る
自
主
的
納
税
を
建
前
と
し

た
国
税
で
あ
り
主
す
。

皆
さ
ん
が
日
常
生
活
に
お
い

て
、
前
述
の
財
産
権
に
関
す
る

○
車
の
直
前
直
後
の
概
断
は
い

ち
ば
ん
危
険
で
す
。
よ
く
右

と
左
の
安
全
を
た
し
か
め
て

か
ら
急
い
で
通
り
ま
し
ょ
う

○
物
か
げ
や
わ
き
道
な
ど
か
ら

急
に
と
び
出
す
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

○
道
い
っ
ぱ
い
横
に
並
ん
で
歩

印
紙
の
ち
ょ
う
付
を

お
忘
れ
な
く

一
い
つ
も
正
し
く
右
側
通
行

一
自
動
車
は
安
全
運
転

一
秋
季
全
国
交
通
安
全
運
動
に

一
ご
協
力
下
さ
い（

高
萩
警
察
署
）

く
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
子
供
の
一
人
歩
き
、
路
上
遊

ぎ
は
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
は
い
つ
も
正
し
く
左

側
を
一
列
進
行
し
、
片
手
ハ

ン
ド
ル
、
二
人
乗
り
、
無
灯

火
な
ど
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
店
先
の
道
路
に
は
、
何
囎
置

か
な
い
で
広
く
通
り
よ
く
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
自
動
車
を
運
転
さ
れ
る
か
た

が
た
は
い
つ
も
安
全
運
転
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

証
書
、
帳
法
を
作
成
し
た
と
き

は
、
所
定
の
税
額
に
相
当
す
る

收
入
印
紙
を
ち
ょ
う
付
し
消
印

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ

て
納
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
か
ら
お
忘
れ
な
い
よ
う

願
い
ま
す
。

印
紙
税
の
質
問
は
当
署
間
税
課

消
費
税
係
に
御
問
合
せ
下
さ
い

な
お
主
な
課
税
物
件
の
印
紙
税

額
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

（
税
務
署
）

口
く
く
Ｉ
Ｉ
；
～
ｉ
ｉ
ｉ
、
４
く
：
く
く
４
く
ｆ
ｒ
ｉ
１
Ｊ
．
、
ｊ
Ｒ
Ｐ
『

一
期
帽
働
醒
率
邦
封
唾
鍛
吟
尹
柵
送
窄
詞
塞
霊
棚
銅
榧
峨
轄
識
“
一

一

税
金
は
納
税
組
合
に
加
入
し

一
県
税
の
お
知
ら
せ
：

て
納
め
ま
し
ょ
う
。

～
ｊ
Ｉ
ｔ
ｉ
ｆ
ｉ
く
く
く
く
４
ｔ
ｔ
４
ｔ
ｔ
く
く
く
１
１
，
§
’
’
』
坪
世
相
澤
埋
権
汕
桔
桐
斡
秘
榑
得
癖
幽
ｊ
一

早
目
に
納
め
て
く
れ
だ
さ
い
。

送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
今
後
必
一一

ず
送
信
用
封
筒
に
宛
先
記
載
の

上
十
円
切
手
を
は
っ
て
下
さ
い

に
罎
息

不
動
産
、
鉄

道
財
団
、
軌

道
財
団
、
自

動
車
交
通
事

業
財
団
、
船

舶
の
所
有
権

移
転
に
関
す

る
証
書
．
消

費
貸
借
に
関

す
る
証
書
．

運
送
に
関
す

る
証
書

受
取
者

地
上
権
、
永

小
作
権
、
地

役
唯
に
関
す

る
証
書
使
用

貸
借
賃
貸

借
、
雇
傭
、

寄
託
、
定
期

金
に
関
寸
る

証
書 委

任
状

物
品
切
聿

判 証
書
帳
簿

暇

印
紙
税
税
額
一
覧
表

帳

記
載
金
高
三
千
円
未
満
の
も
の

〃
ク
以
上
の
も
の

金
高
が
記
載
し
て
い
な
い
も
の

営
業
に
関
し
な
い
も
の

記
補
金
高
に
関
係
な
く

記
載
金
高
五
十
円
未
満
の
も
の
非
課
税

″
百
円
以
下
の
も
の
六
円

″
百
円
を
こ
え
る
も
の
は

百
円
ま
た
は
そ
の
端
数
ご
と
に
｛
六
円

金
高
が
記
載
し
て
な
い
も
の
六
円

記
載
金
高
三
千
円
未
満
の
も
の

″
三
万
円
以
下
の
も
の

″
十
万
円
ク

″
五
十
万
円
〃

〃

百
万
円
〃

″
五
百
万
円
〃

〃

千
万
円
〃

″
五
千
万
円
〃

″
五
千
万
円
を
こ
え
る
も
の

金
高
が
記
載
し
て
い
な
い
も
の

税

額

非
課
税

二
十
円

六
十
円

二
百
円

三
百
円

千
円

二
千
円

五
千
円

一
万
円

二
十
円

非
課
税

十
円

非
課
税

二
百
円 ’

五
円

二
Ｔ
４
Ｊ

十
Ｐ
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